
六

っ
て
居
る
。
閏
に
示
し
た
昨
年
一
月
十
五
日
の
地
震
に
就
て
見
て
も
前
者
は
相
模
慢
の
沿
岸
近
く
に
あ
る
に
反
し
後
者
は
、

相
模
中
部
に
あ
る
。
之
れ
な
い
と
も
面
白
い
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
等
後
震
線
の
示
す
降
圏
一
性
は
大
陸
の
ス
ト
V

ツ
ス
に
依
る
雨
方
向
の
地
質
の
根
本
的
差
遣
に
依
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い

か
と
考
へ
℃
見
た
が
震
波
が
弾
性
の
更
に
大
な
る
地
質
に
遭
遇

L
て
屈
折
す
る
結
果
と
考
へ
て
も
或
は
同
じ
結
果
を
得
る

か
も
知
れ
な
い
。

最
後
に
等
援
震
線
の
海
上
の
部
分
は
材
料
不
足
の
篤
め
充
分
な
形
を
得
ら
れ
な
い
故
正
確
な
も
の
で
な
い
事
を
附
記
す

る

近
地
地
震
に
於
げ
る
一
初
動
の
射
出
角

石

地
震
波
の
初
動
が
地
表
に
山
で
L
京
市
る
角
度
が
寅
際
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
叉
そ
れ
等
と
震
源
の
深
き
ゃ
、
震
源

昨
年
六
月
か
ら

)11 

1=2 
I珂

見

の
位
置
と
は
何
等
か
の
関
係
を
有
す
可

3
も
の
な
る
哉
等
は
以
前
か
ら
多
少
の
疑
問
と
な
っ
て
ゐ
た
。

中
央
気
象
墓
に
於
で
も
「
ク
キ

1
へ
Y

ト
」
氏
上
下
動
地
震
計
を
も
据
へ
付
け
ら
れ
た
の
で
今
後
は
、
乙
れ
等
の
問
題
に

就
い
て
更
に
豊
な
る
H

硯
測
材
料
を
得
る
こ
と
に
よ

b
て
確
貨
な
る
結
論
に
達
し
得
ら
る
L
乙
と
、
信
ず
る
。
今
十
訟
に
は
昨

年
六
月
よ

b
本
年
一
月
迄
の
八
ヶ
月
間
に
殺
現
せ
し
地
震
の
内
、
そ
の
初
動
の
明
瞭
な
る
も
の
四
十
一
聞
を
観
測
し
た
の



日 I ~m.1 E V Icot叩イ Epicenter 

1 6 3 190 3.9 5.3 1.36 伊豆半島南方沖合
2 6 26 65 1.6 1.9 1.19 霞ヶ浦附近
3 7 1 810 0.9 0.5 0.56 襟裳岬南東方沖

4 7 4 60 0.42 0.95 2.26 相州北西部

5 8 6 75 13.0 50.0 3.85 釘h 子 附 近
6 8 .13 438 酔 0.2 0.085 0.425 車巴 伊 半 品

‘7 8 9 88 0.55 30.0 54.5 留品 子 沖

-8 8 15 237 1.0 1.4 1.4 鹿 島 灘

9 8 153h 178 5.1 8.4 1.65 同
10 8 15 sh 135 2.6 2.8 1.08 同
，11 8 1510b 336 1.7 1.2 0.71 同

12 8 17 235 2.3 2.2 0.96 同

13 8 19 129 0.2 2.4 1.2 銚子南東沖

14 8 20 158 0.79 0.83 1.05 九十九里ヶ漬附近

15 8 243h 81 0.54 18 3.32 釘白 子 附 近

16 8 '240h 160 0.52 1.4 2.89 白 河 附 近

17 8 25 200 0.18 0.42 2.34 鹿 島 護世

; 18 9 4 79 '0.75 2.1 2.8 霞ク浦附近

19 9 141:>h 187 0.22 0.4 1.84 鹿 島 護世

20 9 J414h 181 0.17 0.4 2.35 同
21 6 '19 238 0.21 0.26 1.24 同

22 9 1810h 88 9.9 20.0 2.02 九十九里ケ漬附近|

23 9 1811h 90 1.6 30.0 1.87 水戸 |柑 近|

24 9 25 187 0.5 0.8 1.6 鹿 島 灘

25 9 27 39 -0.72 3.4 4.72 浦賀水道|

.26 9 28 171 0.43 0.6 1.4 九十九里ヶ演附近

27 10 3 59 0.95 2.8 2.95 鬼怒川流域

.28 10. 3 104 0.3 1.1 3.67 九十九里ヶ漬附迂

29 10 5 59 4.4 14.0 3.18 上総北西部

30 10 5 72 0~94 2.8 2.98 鬼怒川流域

31 10 -21 97 0.3 0.9 3・0 九十九里ヶ漬

32 " 10 23 178 0.8 1.3 1.62 印 え蕗 沼

33 12 5 110 0.6 2.5 4.17 席 島 灘

てお
34 12 12 40 0.85 1.7 2.0 相 模 中 部

35 12 12 70 0.3 1.3 4.33 相 模 中 部

36 1 3 87 0.2 1.6 8.0 霞 Jj-浦附近

37 1 9 65 0.2 4.0 2.0 fp 搭 沼

38 1 9 49 0.8 2.6 3.25 荒 }J) 流 域 s

39 1 9 68 1.3 6.5 5.0 木更津附近

40 1 22 110 0.6 3.3 5.5 水 戸 附 近

41 1 24 48 1.2 5.3 4.4 水海道附近



λ、

で
共
園
表
を
御
臨
見
に
入
れ
た
い
と
思
ふ
。
水
平
動
も
「
ク
キ
M
F

へ
Y

ト
」
地
震
計
ぐ
倍
率
は
水
平
動
は
七
十
倍
、
上
下
動

は
七
十
五
倍
と
な
っ
て
ゐ
た
が
表
の
値
は
雨
方
共
比
七
十
倍
に
改
算
し
た
も
の
で
あ
る
、
そ
し
て
材
料
な
る
四
十
一
回
の

地
震
は
初
動
の
極
め
て
明
か
に
現
出
し
た
る
も
の
旨
み
を
採
っ
た
、
地
震
初
動
波
の
様
な
極
め
て
小

3
い
も
の
に
於
て
は

不
明
瞭
な
る
も
の
叉
は
疑
は
し
い
も
の
に
或
る
推
定
を
加
へ
て
論
争
る
と
と
は
凡
て
避
く
べ
き
乙
と
、
思
ム
。
速
い
地
震

に
向
於
て
も
一
初
動
を
親
た
が
折
b
惑
し
〈
明
瞭
な
る
も
の
は
一
つ
も
観
測
出
来
な
か
っ
た
。

元
来
地
震
の
上
下
動
初
動
は
「
ク
ヰ

1
へ
Y

ト
」
氏
の
地
震
計
の
み
で
な
く
/
其
他
の
上
下
動
地
震
計
の
記
録
に
あ
っ
℃

も
水
平
動
の
初
動
に
比
較
し
て
多
(
の
場
合
、
近
地
々
震
に
於
て
は
遥
か
に
大
き
く
且
つ
明
か
に
現
れ
て
来
る
様
で
あ
る
、

取
に
初
動
に
於
て
の
み
な
ら
ず
初
期
微
動
会
鰻
が
水
平
動
に
比
し
て
著
し
い
、
こ
れ
は
初
期
微
動
波
の
性
質
上
、
も
と
よ

hJ
営
然
た
る
乙
と
た
る
べ
，
号
、
叉
そ
の
週
期
に
於
て
も
上
下
動
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
様
に
忠
は
れ
る
w

初
期
一
微
動
波
の

週
期
に
閲
し
て
は
他
日
.
更
に
調
査
の
結
果
に
達
し
て
み
た
い
と
思
ふ
が
初
期
微
動
波
は
簡
単
な
る
国
運
動
で
は
な
い
様

で
あ
る
。
命
初
期
微
動
の
上
下
動
の
著
し
い
事
は
溺
b
地
震
計
観
一
測
の
結
果
の
み
な
ら
や
J

例
へ
ば
一
昨
年
の
関
東
大
地
震

の
際
に
で
も
東
京
に
て
は
そ
の
初
期
微
動
は
確
賞
に
著
し
ら
d

上
下
動
で
あ
っ
た
と
さ
は
未
だ
詑
憶
に
存
す
る
と
と
み
で
あ

る
。
或
は
又
昨
年
の
一
月
十
五
日
午
前
五
時
頃
の
丹
津
山
菜
の
震
源
三
科
お
る
、
強
震
に
あ
っ
℃
も
震
央
を
中
心
と
す
る

戎
る
一
範
圏
内
の
墓
石
英
他
の
物
憶
が
二
百
七
十
度
以
上
も
問
轄
し
た
も
の
が
珍
ら
し

C
無
か
っ
た
が
是
等
の
廻
轄
物
踏
の

跡
抗
を
調
査
す
る
に
多
く
は
上
下
動
の
効
果
に
よ

b
℃
数
回
に
廻
轄
し
訟
に
主
要
水
平
動
じ
壌
で
b
t
顛
倒
せ
し
乙
と
を
詮



挨
立
て
ら
る
L
も
の
が
数
多
で
あ
っ
た
。

表
の
め
。
S
D
m
g二
は
上
下
初
動
と
水
卒
初
動
と
の
比
と
な
b
℃
即
ち
大
路
上
下
初
動
の
大

3
の
割
合
を
示
す
之
と
、

な
る
ご
思
は
れ
る
、
乙
れ
を
第
一
周
の
如
く
曲
線
に
現
は
し
℃
見
る
ご
或
る
封
数
曲
線
内
の
値
て
示
し
得
る
、
乙
の
曲
線
の

位
は
震
源
距
離
が
百
粁
乃
至
百
四
十
粁

ω
附
近
に
於
て
、
そ
の
曲
率
が
念
に
大
で
あ
る
こ
と
は
多
少
の
注
意
じ
値
す
可
き

か
ご
忠
ふ
、
二
百
粁
の
透

b
よ
A
Y
は
念
に
減
衰
し
℃
ゐ
る
が
三
百
粁
附
近
か
ら
は
曲
率
の
割
合
が
極
め
て
緩
慢
に
し
て
、

山
速
地
，
々
震
の
観
測
が
な
い
の
で
不
明
ぐ
は
あ
る
が
恐
ら
く
は
無
限
民
会
て
緩
慢
で
あ
ら
う
。

第
一
国
の
め
。
与

g
m
g片
山
の
曲
線
の
式
は
材
料
が
充
分
に
豊
富
て
な
い
か
ら
今
後
の
観
測
値
を
得
ら
る
、
こ
と
に
よ
b

て
更
正
を
要
す
る
乙
ご
無
論
で
あ
る
、
而
し
て
極
め
て
近
い
地
震
、
例
へ
ば
震
央
零
と
云
ふ
が
如

3
時
に
於
て
は
普
遁
の

曲
線
の
如
く
無
限
大
と
な
る
可

3
や
或
は
多
少
の
水
平
波
動
を
も
交
ふ
可

3
か
検
測
の
結
果
に
待
つ
の
外

。
ぴ
宮
、
口
問
。
口
同

は
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
国
は
初
動
の
角
度
と
大
い
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
震
源
の
位
置
に
表
出
し
て
み
た
、
地
震
の
殺
す
る
地
層
が
各
個
の
地

震
に
於
℃
格
段
に
非
常
に
異
な
ら
や
し
て
常
に
或
る
深
さ
の
地
層
即
も
三
十
粁
乃
至
六
十
粁
附
近
の
地
層
に
後
す
る
も
の

を
せ
ば
そ
の
見
か
け
上
の
初
動
が
地
表
に
射
出
し
て
来
る
さ

3
に
各
個
に
斯
く
甚
だ
し
き
不
規
則
を
呈
す
る
こ
と
は
如
何

な
る
飽
か
、
恐
く
は
地
表
近
く
の
複
雑
せ
る
地
質
併
に
地
形
の
干
渉
に
よ
る
可
き
か
偏
に
高
数
を
仰
ぐ
よ

b
外
は
な
い
の

で
あ
る
、
過
古
に
於
て
震
源
の
深
ヨ
と
共
初
動
射
出
角
度
と
に
何
等
か
多
少
定
め
得
ら
る
ぺ
含
凶
総
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ

九
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し
之
と
は
、
之
の
闘
の
結
果
か
ら
は
確
で
あ
る
と
云
ふ
乙
を
は
云
は
れ
な
い
。

乙
れ
等
の
事
寅
は
共
観
測
地
に
於
け
る

地
方
的
の
偏
異
を
有
す
る
乙
も
あ
る
可

3
や
の
疑
も
あ
る
の
で
過
般
家
も
諸
測
候
所
の
御
好
意
に
よ

b
て
其
の
詑
象
紙
を

奔
倍
し
た
好
機
舎
に
於
て
も
注
意
し
て
調
ぺ
た
が
叉
何
等
の
一
定
法
則
が
な
い
様
で
あ
る
Q

質
や
地
形
が
非
常
に
複
雑
な
る
如
く
極
め
て
亦
複
雑
な
る
も
の
で
は
な
い
か
ご
思
は
れ
る
。
も
し
強
い
て
分
っ
た
な
ら
ば

大
躍
に
於
て
は
凡
そ
二
ッ
の
類
別
に
分
か
た
る
〉
ら
し
く
み
へ
る
即
ち
射
出
角
の
鋭
い
十
五
度
附
近
の
も
の
と
三
十
度
附

日
疋
れ
恐
ら
く
は
日
本
の
地

近
又
は
以
上
の
も
の
と
で
あ
る
。

ザ
他
日
観
測
材
料
が
豊
富
に
な

b
、
各
地
に
於
か
れ
て
も
上
下
動
を
も
観
測
せ
ら
る
、
の
践
に
於
て
は
再
び
先
輩
の
御
助

ヵ
主
御
一
数
導
に
よ

b
て
調
査
を
し
て
み
た
い
と
欲
す
る
の
で
あ
る
、
本
文
の
調
査
に
つ
い
て
は
図
富
技
師
弁
じ
佐
藤
技
手

の
御
敬
一
導
を
深
〈
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
表
中
の
H
と
V
と
の
値
は
粍
の
草
位
て
貨
動
は
そ
の
七
十
分
の
一
で
あ
る
)

蒐
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